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駄 文 内 容 の 要 旨

中部日本内陸部には泥炭層を含む上部更新銃が各地に分布しており,海岸低地の濃尾平野には同時期の

地層が,また,山岳高地には氷河性堆積物が発達している｡本論文は火山噴出物を鍵層として,これらの

地層の精密な対比と編年を行い,花粉,大型植物遺体を分析して,更新世後期の気候変化を論じたもので

ある｡

まず,数多くの火山噴出物の鉱物組成や熱磁気特性を検討,各地の火山灰層を同定し,その層準を確定

したが,つぎの諸点が明らかになった｡

(1)従来 Pm-1Aとされた木曽谷層最下部の軽石層は P汀ト2Aである.

(2)上部熱田層の Pm-1Aとされたものは Pm-3Aである｡

(3)Pm-1Aは下部熱田層堆積直後であり,その年代は約60,000年BPである｡

(4)下部と上部熱田層との関係は不整合であり,この間に海退期が存在するO

上述の結果ならびに,平野部にも分布する木曽川泥流を鍵として内陸部各地と海岸平野部の精密な対比

を行い,14C及びフィッション･トラック年代に基づく編年を行った｡
ついで,代表的な9地点において花粉分析を行い,花粉ダイアグラムを作製し,主要な樹種の出現の特

徴によって花粉群集を識別し,古気候解析を行った｡その際,同定できた大型遺体植物をもとに,できる

だけ花粉種の決定に務め,また,出現率の低い花粉化石についても,その特徴の把捉に務めた｡

以上の結果,日本の後期更新世において,古気候の変化に基づき,次の4期に区分できることが判明し

た｡

(1) 最終間氷期 (リス･ウルム間氷期,～65,000年BP)---湯川泥炭層,下部熱田層で代表され, 辛

野部の海進期,内陸部の赤色土壌形成期に当る｡

(2) ウルム氷期前期 (65,000-50,000年BP)富士見泥炭層で示される寒冷気候に初まり,2回の温暖

期が認められる｡

(3) ウルム氷期中期 (50,000-25,000年BP)全般的冷涼期であるが, 約3.7万年前に温暖期あ 紅 海
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岸では上部熱田層の堆積で示される海進があ●る｡

(4) ウルム氷期後期 (25,000-10,000年BP)平泥炭鳳 吐中針葉樹層で代表される厳しい寒冷期であ

り,濃尾平野では海退期,中部山岳地帯では主な氷河性堆帯期に相当する｡

上記の気候変化を世界的に対比すると,世界の標準とされる気侯変化ともよく一致をしているO

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

中部日本内陸部には泥炭層を含む上部更新銃が各地に発達し,ほぼ同時代の地層が海岸低地の準尾平野

や中部山岳地帯にも分布するo後者は氷河性堆積物であるOこれらの地層は互に連続しない為,その関係

は明確でない｡

申請者は,まず,これらの地層に含まれている数多くの火山噴出物や鉱物組成分析,熱磁気特性の検討

結果から,それらの火山灰層の正確な同定を行ない,その層準を確定した｡その結果,従来と異なったい

くつかの新事実を見出したことは重要な成果である｡

ついで,上記火山噴出物ならびに山岳部から海岸平野部にかけて分布する木曽川泥流を鍵層として,内

陸部,山岳高地,海岸平野の上部更新銃の精密な対比を行い, 14C 年代およびフィッション･トラtFg年

代を用いて,これらの地層の編年に成功した｡

さらに,各地の泥炭層や泥炭質シルト層の花粉分析を行い,花粉ダイアグラムを作製し,蓋賓樹種の出

現の特徴によって,花粉群集を識別し,古尭俵 (主として気温で示される)解析を行った｡この解柳 も

種の同定できた大型植物遺体をもとに,花粉の種をできるだけ決定した資料に基づくもので,かなり膚歯

性の高いものである｡この結果,各地で示される先供変化は,申請者の地層の対比結果とよく対応してお

り,気候変化に基づいて後期更新世が4つの時代に区分されることを可能にした.

即ち,65,000年BPまでの最終間氷期 (.)ス'･ウルム間氷期),65,000-50,000年BPあゥルム氷期前

期,50,000ん25,000年BPのウルあ米期中瓢 25,000-10,000年BPのウルム氷期後期であ翫 最終間氷

期削ま海岸平野には海進をこよって下部熱田層が堆漬し,内陸部では厚い赤色土壌が形成されたことをノ明ら

かにした｡ウルム氷期前期には少なくも2回の温暖期の認められることを初めて明らかにしたが,諸外国

では3つの温暖期が認められている｡如レム氷期中期の約3.7_万年前の温摩期が花粉分析から確認昏れた

が,これは上部熱田層の堆積で示される海岸部の海進とよく対応することを見出したOウルÅ氷期後期は

最もきびしい寒冷気俵が推定されるが,内陸部では粗粒な堆蔵物が専越し,山岳地帯の水成堆漬物ほおも

旺この時期に形成され,濃尾平野では第-磯層基底面で示される海退現象があったことが判明し鶴

･このように,本論文は従来不明確であった内陸各地の上部更新続や海岸平野の同時代の地層を数多くの

火山灰の正確な同定に基づく対比と,14Cやフィ,,,ション･トラック年代による編年に成功し,花粉分析

結果から,後期更新世におけるかなり㌧詳しい気候変化を推定,これが海進 ･海退とよく対応することを具

体的に明らかにした.また,中緯度地方で推定されたこの気候変化は氷河発達地域の世界の標準とされる

気侯変化ともよく一致することを示しておれ 後期更新世の気候論に貢献する所が少なくないoよって魂

学博士の学位論文としての価値があるものと認める｡
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